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経済学部 創立100周年 記念行事
令和５年（2023年）11月11日（土）
　　 時刻 　　　　　　 行事　　　　　　　　　開催場所
11：00～11：30　　記念碑除幕式　　　経済学部構内 総合教育棟前
13：30～15：00　　記念講演会　　　　経済学部構内 総合教育棟
16：00～17：10　　記念式典　　　　　JRホテルクレメント高松 3階 ｢玉藻の間｣
17：30～19：30　　記念祝賀会　　　　JRホテルクレメント高松 3階 ｢飛天の間｣

《 記念碑除幕式・式次第 》
　１．開式の辞　　　事務課　　課　長　　入屋　　充
　２．献　　辞　　　又信会　　会　長　　対馬　健三
　３．謝　　辞　　　経済学部　学部長　　長山　貴之
　４．除　　幕
　　　　　除幕者　　経済学部　：長山経済学部長、青木副学部長
　　　　　　　　　　又信会　　：対馬会長、石川副会長
　５．集合写真撮影
　６．閉式宣言

《 記念式典・式次第 》
　　　司会：西日本放送㈱　　鴨居　真理子
　１．式　辞　　　　　香川大学学長　　　上田　夏生
　２．挨　拶　　　　　経済学部長　　　　長山　貴之
　　　　　　　　　　　又信会会長　　　　対馬　健三
　３．ご来賓祝辞　　　文部科学省国立大学法人支援課
　　　　　　　　　　　　　課長補佐　　　小川　　優
　　　　　　　　　　　香川県副知事　　　大山　　智
　　　　　　　　　　　高松市市長　　　　大西　秀人
　４．ご来賓紹介
　５．祝電披露

《記念祝賀会・式次第》
　１．開会の辞
　２．寄付金贈呈
　３．鏡開き
　４．乾杯の挨拶
　５．余興
　６．閉会の辞
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　今日の良き日、ここに香川大学経済学部 創立100周年記念式典を挙行できますことは、
大学として大きな喜びでございます。ご多忙の中、ご臨席賜りました、文部科学省高等教
育局 国立大学法人支援課 課長補佐の小川　優（おがわ・すぐる）様、香川県副知事 大山　
智（おおやま・さとし）様、高松市長 大西秀人（おおにし・ひでと）様をはじめ、日頃
から本学にご支援いただいています自治体関係者の皆様、経済学部をはじめとする本学の
卒業生を受け入れいただいている企業の皆様など、多くのご来賓の皆様、誠にありがとう
ございます。本学の教職員、及びご出席の卒業生や元・教職員の方々とともに、本日の記
念行事が記憶に残るものとなりますよう努めてまいりますので、どうぞよろしくお願い申
し上げます。
　香川大学は、昭和24年（1949年）５月に香川師範学校・香川青年師範学校を母体とした
学芸学部、高松経済専門学校・高松高等商業学校を母体とした経済学部の２学部で発足し
ました。経済学部の母体となりました高松経済専門学校・高松高等商業学校は、大正12年

（1923年）12月10日、第12高等商業学校官制の制定に基づき、官立高松高等商業学校とし
て創立され、そこから起算しますと本年12月で、ちょうど創立100周年を迎えることとな
ります。これもひとえに皆様方のご支援の賜物と深く感謝しております。
　本日は、この記念式典に先立ち、総合教育棟で、主に経済学部の学生を対象として、記
念講演会を開催いたしました。講師は、経済学部33回卒の宝田圭一（たからだ・けいい
ち）様にお願いしました。宝田様は2000年に株式会社 川六の代表取締役に就任されて以
降、自社をはじめ数々のホテルを再生され、中四国、九州に出店を加速されています。ご
自身の大変貴重なご経験をお話し下さり、誠にありがとうございました。
　さて、本学では、「地域に根ざした学生中心の大学」をめざし、県内唯一の国立大学と
して、これまで各界に優れた人材を送り出してまいりました。卒業生の皆様が築いて来ら
れた本学の輝かしい歴史をさらに発展させるべく、香川大学が近年、取り組んでいる改革
について、そのいくつかをご紹介させていただきます。
　まず、学部教育におきましては、新たな価値を創造できるイノベーション人材の育成を
柱に掲げ、その一環として平成30年４月に大幅な学部改組等を行いました。創造工学部の
設置をはじめ、経済学部においては、それまでの３学科制から１学科５コース制へと改組
を行いました。
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　大学院においても改革を進め、令和４年４月に、これまでの教育学研究科、法学研究科、
経済学研究科、工学研究科の人文社会学系と工学系の４研究科を母体とし、さらには地域
マネジメント研究科との連携により、実践知としてのマネジメント能力やビジネスマイ
ンドの涵養を視野にいれた研究科として「創発科学研究科（修士課程）」を設置いたしま 
した。
　さらには、令和６年４月から、「創発科学研究科（博士後期課程）」の設置が認可され、
合わせて同研究科の修士課程を博士前期課程に改めることになっています。この「創発科
学研究科（博士後期課程）」においては、博士（学術）、博士（工学）、博士（危機管理学）
の３つの学位を授与することとしており、教育学・法学・経済学・工学のいずれかの学問
領域を主軸としながら、複合的な分野において学術・研究がなされた場合には、博士（学
術）を授与することとしており、本学の念願でありました人文社会学系を含む博士課程が
ついに実現する運びとなりました。
　このような新しい大学院において、経済学部は重要な役割を担っていただいており、経
済学部が築いてまいりました100年の歴史と伝統を基盤として、激変する社会のニーズに
応えられるよう、教職員一同、さらに精進いたします。
　最後に、本日ご参加くださいました皆様に、改めて感謝申し上げます。本学は、皆様の
ご支援とご協力なしには成り立ちません。本学の更なる発展、母校の輝ける未来のため、
引き続き、温かいご支援、ご協力を賜りますよう、心からお願い申し上げ、私の式辞とさ
せていただきます。
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　本日は香川大学経済学部創立100周年記念式典にご参列いただき、誠にありがとうございます。
経済学部の教職員を代表いたしまして、厚く御礼を申し上げます。
　香川大学経済学部は、全国で12番目の高等商業学校である高松高等商業学校として大正12年
12月に設立されました。その後、昭和19年４月に高松経済専門学校に名称変更され、昭和24年
５月に香川大学経済学部に移行いたしました。昭和24年当時の学生定員は１学年130名でしたが、
昭和27年には140名となり、これが昭和38年まで10年以上続きました。昭和39年には第一次ベビ
ーブーマーへの対応の第一弾として、学生定員が増員されましたが、昭和30年代までは比較的
小規模な学部であったことが分かります。
　この草創期には、昭和25年から昭和33年まで４回に分けて旧本館が建設されました。平成20
年の大規模改修を経た今でも、経済学部長室はこの建物にあります。また、経済学部長室の備
品のいくつかは当時のままです。
　昭和40年には経営学科が新設され、経済学部は経済学科と経営学科の２学科体制となりました。
この時、学生定員は220名まで増員されました。昭和42年に経済学科が拡充された後、昭和46年
には管理科学科が新設され、経済学部は経済学科、経営学科、管理科学科の３学科体制となり
ました。この時、学生定員は280名まで増員されました。
　この発展期には、昭和43年に旧１号館が建設されました。令和元年の大規模改修を経た今でも、
経済学部の学生はこの建物で講義を受けています。
　その後も改組は続き、平成７年には学生定員が490名にまで達しましたが、様々な紆余曲折を
経て、現在では250名まで縮小しています。すでに昭和40年代後半よりも学生定員は少なくなっ
ております。
　昭和40年代後半といえば、第二次ベビーブーマーが生まれた頃です。昭和46年から昭和49年
までの４年間は、毎年200万人以上の子供が生まれました。令和４年に生まれた子供は77万人余
りに過ぎません。そして、今後も出生数の減少は続くものと思われます。地方国立大学にとり
ましては誠に厳しい時代となります。
　現在、香川大学経済学部には５つのコース、経済・政策分析コース、会計・ファイナンスコ
ース、経営・イノベーションコース、観光・地域振興コース、グローバル社会経済コースが設
けられています。これらのコースには定員が設けられておらず、学生は入学後に自分の好きな
コースを選ぶことができます。５つのコースのうち、経営・イノベーションコースには50%以上、
観光・地域振興コースには20%以上の学生が所属しています。
　ここで問題となるのは、香川大学経済学部の今後の在り方です。経済学部ですから経済学の
基礎教育を行うのは当然ですが、カリキュラムの中心に経営や地域振興の要素を据えなければ、
将来の18歳人口の急減期に学部の存続が危ぶまれるように思います。
　また、現在の社会状況を鑑みれば、外国語教育と数理・データサイエンス教育の強化は不可
欠です。最近の卒業生アンケートを見ると、これらの教育が不十分であることが如実に表れて
います。大学在学中に外国語や数理・データサイエンスをもっと学んでおけばよかったという
回答が非常に多いのです。
　以上のことを勘案すれば、香川大学経済学部の将来像は自ずと明らかになるように思います。
経済学の基礎教育を施し、経営や地域振興の要素をカリキュラムの中心に据え、外国語教育と
数理・データサイエンス教育を強化していくほかに道はありません。容易ならざる道ではござ
いますが、地域社会の皆様や卒業生の皆様のご助言を賜りながら、教職員一同精一杯取り組ん
で参る所存です。今後も変わらぬご支援、ご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。
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　このたびは、母校、香川大学経済学部創立100周年　誠におめでとうございます。
　又信会、卒業生一同、心よりお慶びを申し上げます。
　香川大学経済学部は1923年（大正12年）12月10日高松高等商業学校として創立以来、
27,800名以上の卒業生を輩出しています。
　100年という長い歴史の中には、先の第２次世界大戦で、昭和20年７月に高松空襲によ
り校舎の８割以上が焼失し、善通寺の兵舎に移転するといった苦難の時代があり、学徒動
員により南方戦線へ送られ、173名戦死者を出した悲しい出来事もありました。
　11月11日、創立100周年記念行事として、100周年記念碑を建立致しました。香川県の穏
やかな山並みや瀬戸内海の波模様をモチーフにして庵治石で製作したモダンなデザインの
記念碑です。記念碑の内側にはタイムカプセルのごとく経済学部の教育理念『進取の気
象』と『共生の精神』の言葉を刻み込んでいます。
　設置場所は卒業式や入学式が行われる講堂の近くの総合教育棟の前です。卒業式、入学
式の前後で学生が記念碑のまわりで記念写真を撮ってもらえると嬉しいです。
　同窓会としての又信会は全国に19の支部があり、私は会長として学部長と共に各地支部
総会に出席していますが、経済学部の卒業生は製造業、金融業、建設業、情報・IT企業、
公務員、卸売・小売業など、社会のありとあらゆる分野で活躍されています。
　私は卒業して50年以上になりますが、当時と比べて大きく異なること、１つは女子学
生が増えて、現在約半数が女子学生だということです。私の時代は220名中、女子学生は
たった５名でした。２つ目は授業料が物凄く高くなって、現在は53万5,800円だそうです。
当時は年間12,000円、月1,000円という安さでした。
　逆に私達の時代には無かったこと、それは2010年に始まった新しい取り組み、経済学部
学生チャレンジプロジェクトです。
　大学で単に学問を学ぶだけでなく、経済や経営に関する専門知識を活かして、学生が自
ら考え、行動して地域社会に貢献する取り組みです。
　現在16あるプロジェクトの１つ、『屋島山頂ちょうちんカフェ』を見て参りました。
　弘法大師が伝えた香川の伝統工芸である日本最古の讃岐提灯の魅力伝えるワークショッ
プを屋島山頂に昨年完成した「やしまーる」で開催し、隣の「れいがん茶屋」でちょうち
んが一杯飾られた『ちょうちんカフェ』を運営していました。
　屋島山頂の駐車場から屋島寺を通り、やしまーるに至る道のりには、ちょうちんで灯か
りを照らし、会場では多くの人で賑わっていて、運営する経済学部チャレンジプロジェク
ト（TERASU）の学生の礼儀正しい応対と明るい笑顔での接客が、屋島山頂から見おろ
す美しい高松の夜景と相まって、素晴らしいプロジェクトだと感動しました。

ご　挨　拶

又信会
　会　長　　対

つし

  馬
ま

   健
けん

  三
ぞう

− 5 −



　さて、あることがきっかけで外国人留学生と知り合いになりました。彼はベトナム、ホ
ーチミン出身の留学生で、経済学部４年生です。彼のお姉さんが日本に留学していて、お
姉さんから日本の話をよく聞かされて日本に留学したいと思ったそうです。
　ではなぜ、お姉さんは東京へ留学したのに、彼は香川大学経済学部を選んだのか！
　彼は作文にこう書いていました。「インターネットで日本の色々な大学の情報を調べる
中で香川大学経済学部が目に留まりました。香川大学経済学部は長い歴史と伝統を持ちな
がらも、常に時代に合わせて進化して多様な分野の教育と研究が行われており、国際交流
も盛んで、留学生へのサポート体制もしっかりしており、安心して勉強できる環境だと思
い、香川大学経済学部を選びました。
　入学してから大学での勉強だけでなく香川県の食べ物・風景・祭りやイベント・課外活
動も私にとって貴重な経験でした。その中で香川大学の高松市瀬戸内漁港でのクリーンア
ップ活動は最も印象的でした。この活動を通して地域社会に貢献することはもちろん、海
洋環境や資源について学ぶことができました。また、この活動には様々な国からの留学生
や日本人が参加しており国際交流やコミュニケーション能力やチームワークなども身につ
けることができました。そして、日本の美しい自然や文化を守ることの大切さを感じさせ
てくれました。
　経済学部で過ごした４年間は、私の人生観や価値観を変えてくれて、私にとってかけが
えのない４年間でした。香川大学経済学部に入学して本当に良かったと心から思います。」　
……彼は、卒業後は日本に残ってベトナムと日本の為に働きたいと言っていました。
　ところで、近年の少子高齢化に伴い学生数が年々減少し、統計によりますと昨年、私立
大学では定員割れの大学が半数を越える事態となり、文部科学省は大学の統合・再編の方
針を打ち出しています。地方の国立大学も例外ではなく受験生の減少による大学間の競争
に打ち勝つ為特色ある大学への変革が求められています。
　我が香川大学経済学部が100周年を機に新たな未来へ踏み出すのにあたり創立以来の伝
統を守りつつ、現在も行われている教育改革を更に推し進めて、四国の国立大学で経済学
部が有るのは香川大学だけであるという特性を活かして、今後とも魅力ある経済学部に更
なる進化をされますよう願って止みません。
　最後になりましたが、創立以来100年間の長きにわたり、経済学部の運営に多大なる
ご尽力を頂きました歴
代学長、学部長、教職
員の皆様に深く感謝申
し上げますと共に、母
校、香川大学経済学部
の今後益々のご発展と、
本日ご参列の皆様方の、
ご健康ご多幸を御祈念
申し上げ、お祝いの言
葉とさせて頂きます。
　本日は、誠におめで
とうございます。
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史
様
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学生チャレンジプロジェクト　Steeepの発表

TERASU（讃岐ちょうちんで香川の魅力を照らすプロジェクト）の発表

合唱団による紫雲寮寮歌と逍遥歌の合唱

龍雲相撲甚句会による相撲甚句の発表

左側が
穴吹常務理事
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香川大学経済学部　創立100周年記念碑

内側に経済学部の教育理念「進取の気象」
「共生の精神」の文字が刻み込まれています

記念碑裏面のメッセージ銘板

庵治石　細目　使用（幅170㎝　高さ150㎝）『デザイン・制作　アキホタタ』
香川県の穏やかな山々や、瀬戸内海の波模様の柔らかな曲線をモチーフ。
赤･青･黄の３本線は太陽の光･･･いつまでも経済学部を見守り照らしてくれることを祈念。

− 18 −



記念碑除幕式　� 令和５年11月11日　総合教育棟（旧１号館）前

献辞　　対馬健三会長謝辞　　長山貴之経済学部長

除幕
長山学部長
青木副学部長

対馬会長
石川副会長
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法
学
部
長
就
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
た
び
法
学
部
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
堤
英
敬

と
申
し
ま
す
。
任
期
は
、
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
令

和
７
年
９
月
30
日
ま
で
の
２
年
間
と
な
り
ま
す
。
専
門

は
政
治
学
で
、
お
も
に
選
挙
や
政
党
政
治
の
研
究
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
法
学
部
で
は
、

「
政
治
過
程
論
」
と
「
政
治
行
動
論
」
と
い
う
科
目
を

お
も
に
担
当
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
浅
学
非
才
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
法
学
部
長
と
し
て
の
務
め
を
微
力
な
が

ら
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
又

信
会
の
皆
様
か
ら
も
ご
指
導
、
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
今
回
は
、
お
も
に
「
入
口
」
と
「
出
口
」
と
い

う
観
点
か
ら
、
法
学
部
の
現
状
と
取
り
組
み
に
つ
い

て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
、「
入
口
」
に
関
し
て
で
す
が
、
過
去
５
年
間
の
実

質
受
験
倍
率
（
受
験
者
数
÷
合
格
者
数
）
の
推
移
は
図

１
の
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
法
学
部
の
入
試
は
、
前

期
日
程
（
定
員
75
）、
後
期
日
程
（
定
員
35
）、
大
学

入
学
共
通
テ
ス

ト
を
課
さ
な
い

学
校
推
薦
選
抜

（
推
薦
Ｉ
、
定

員
10
）、
大
学

入
学
共
通
テ
ス

ト
を
課
す
学
校

推
薦
選
抜
（
推

薦
Ⅱ
、
定
員

30
）
の
４
種
類

が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
こ

数
年
の
受
験
倍

率
は
、
前
期
日

程
、
後
期
日
程
が
約
１
・
６
～
２
・
１
倍
、
推
薦
選
抜

が
約
２
・
０
～
３
・
３
倍
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
２
０

１
８
年
度
以
前
は
、
本
学
部
の
受
験
者
数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
ピ
ー
ク
時
に
は
２
・
７
倍
（
２
０
１
８
年
度

の
前
期
日
程
）
を
記
録
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
頃
と
比
較
す
る
と
本
学
部
の
「
人
気
」
は
低
迷
し

て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
ま
た
、
前
年
の
受

験
倍
率
が
高
い
と
翌
年
の
受
験
倍
率
は
低
下
す
る
と
い

う
よ
う
に
、
年
度
ご
と
の
変
動
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。「
法
学
部
人
気
」
は
全
国
的
に
低
下
し
て
い
る
と

も
言
わ
れ
て
お
り
、
一
喜
一
憂
す
る
必
要
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
子
化
の
さ
ら
な
る
進
行
が
予
想
さ

れ
る
中
、
安
定
的
な
受
験
者
確
保
は
喫
緊
の
課
題
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
法
学
部
は
他
学
部
と
比
較
す
る
と
（
こ

こ
２
年
ほ
ど
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
）
香
川
県
内

の
高
校
か
ら
の
出
願
者
・
進
学
者
が
少
な
い
の
で
す
が
、

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
る
と
、
今
後
は
地
元
か
ら
の
進

学
者
を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た

懸
賞
論
文
を
募
集
し
た
り
、
近
隣
の
高
校
の
先
生
方
と

意
見
交
換
を
行
う
会
を
開
催
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
、
い
っ
そ
う
香
川
県
内
や
近
隣
各
県
の
高
校
と
の

連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
「
出
口
」
で
す
が
、
過
去
５
年
間
の
進
路
の
概

況
を
図
２
に
示
し
ま
し
た
（
割
合
は
５
年
間
の
累
計
で

算
出
し
て
い
ま
す
）。
香
川
大
学
法
学
部
は
こ
れ
ま
で
、

他
の
地
方
国
立
大
学
の
法
学
部
と
比
較
す
る
と
国
や
地

方
の
行
政
機
関
に
進
む
卒
業
生
が
少
な
く
、
民
間
企
業

等
に
就
職
す
る
卒
業
生
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

最
近
は
公
務
員
に
な
る
者
が
増
加
し
、
卒
業
生
の
半
数 

近
く
を
占
め
る

よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
な
お
、

公
務
の
内
訳
を

見
る
と
、
国
の

行
政
機
関
（
お

も
に
は
国
の
出

先
機
関
）
へ
進

む
者
と
地
方

（
県
や
市
町
村
）

に
就
職
す
る
者

法
学
部
長

堤
　

英

敬
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の
比
率
は
、
概
ね
４
：
６
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
て
、
以
前
は
半
数
近
く
を
占
め
て
い
た
民
間
企
業

等
へ
の
就
職
者
は
、
こ
こ
数
年
、
１
／
３
程
度
へ
と
減

少
し
て
い
ま
す
。
就
職
先
の
業
種
は
多
種
多
様
で
す
が
、

し
い
て
言
え
ば
、
製
造
業
や
金
融
業
・
保
険
業
と
い
っ

た
分
野
に
進
む
卒
業
生
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
就
職

先
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
香
川
県
が
約
３
割
、
岡
山

県
が
約
２
割
、
香
川
県
以
外
の
四
国
が
１
割
、
近
畿
が

１
割
と
い
っ
た
内
訳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
入

学
者
の
出
身
地
の
内
訳
と
近
い
分
布
で
あ
り
、
県
外
か

ら
香
川
大
学
法
学
部
に
進
学
し
た
学
生
た
ち
は
香
川
で

大
学
生
活
を
送
っ
た
後
、
出
身
地
へ
と
戻
っ
て
就
職
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
県

外
か
ら
香
川
大
学
に
進
学
し
た
学
生
が
卒
業
後
、
香
川

で
就
職
し
て
く
れ
れ
ば
、
様
々
な
意
味
で
香
川
県
に
多

様
性
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
県
外
出
身
者

の
県
内
就
職
率
を
高
め
る
こ
と
も
、
今
後
の
課
題
の
一

つ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
毎
年
、
入
学
時
に
実
施
し
て
い
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
例
年
、
約
半
数
の
新
入
生
が

将
来
、
公
務
員
に
な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
も

っ
と
も
、
一
口
に
公
務
員
と
い
っ
て
も
様
々
な
職
種
が 

あ
り
ま
す
か
ら
、
実
際
に
進
路
を
選
択
す
る
際
に
は
、

自
分
が
ど
の
よ
う
な
公
務
員
に
な
り
た
い
の
か
を
よ
く

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
公
務

員
を
志
望
す
る
学
生
に
そ
の
動
機
を
尋
ね
て
み
る
と
、

「
安
定
し
て
い
る
か
ら
」、「
地
元
で
働
き
た
い
か
ら
」

と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
理
由
を
挙
げ
る
場
合
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
問
題
認
識
か
ら
法
学
部
で
は
、

本
学
部
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
中
心
に
、
香
川
県
、
岡
山
県

内
の
地
方
自
治
体
や
裁
判
所
、
検
察
、
警
察
と
い
っ
た

行
政
機
関
の
職
員
の
方
を
お
招
き
し
て
、
業
務
内
容
や

仕
事
の
や
り
が
い
、
求
め
る
人
材
な
ど
に
つ
い
て
お
話

し
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
公
務
員
志
望
の
学
生
と

交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
り
、
公
務
員
試
験
に

合
格
し
た
４
年
生
に
体
験
談
を
語
っ
て
も
ら
う
会
を
開

催
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

卒
業
後
の
進
路
と
い
う
点
で
は
、
法
学
部
に
は
、
裁

判
官
や
検
察
官
、
弁
護
士
と
い
っ
た
法
曹
の
養
成
と
い

う
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
法
曹
に
な
る
た
め
に
は
司
法
試
験
に
合
格
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
司
法
試
験
は
原
則
と
し
て

法
科
大
学
院
を
修
了
し
た
者
が
受
験
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
（
今
年
度
か
ら
は
在
学
中
の
受
験
も
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
予
備
試
験
に
合
格
し
た
者
も

受
験
で
き
ま
す
）。
た
だ
、
香
川
大
学
に
は
法
科
大
学

院
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
法
曹
を
志
望
す
る
学

生
は
他
大
学
の
法
科
大
学
院
に
進
ま
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
こ
う
し
た
背
景
も
あ
っ
て
、
入
学
時
に
は
２
割

ほ
ど
の
学
生
が
法
曹
を
含
め
た
法
律
専
門
家
と
な
る
こ

と
を
希
望
し
て
い
る
一
方
で
、（
法
科
大
学
院
以
外
も

含
め
た
）
進
学
者
の
割
合
は
約
６
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
べ
く
、
法
学
部
で
は

本
年
度
か
ら
、
大
阪
大
学
、
広
島
大
学
、
岡
山
大
学
の

法
科
大
学
院
と
連
携
し
て
「
法
曹
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開

始
し
ま
し
た
。
法
曹
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
連
携
先
の
法

科
大
学
院
の
法
学
既
修
者
コ
ー
ス
の
教
育
課
程
と
接
続

し
た
段
階
的
、
体
系
的
な
教
育
課
程
の
こ
と
で
、
法
科

大
学
院
の
基
礎
的
な
教
育
内
容
を
法
学
部
の
教
育
へ
と

取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
法
文
書
作
成
な
ど
の
応
用
的

な
科
目
も
開
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
法
曹
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
担
当
す
る
教
員
を
複
数
配
置
し
、
受
講
学
生
に
定
期

的
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る
と
い
っ
た
支
援
も
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
す
る
こ
と
で
、
連
携

先
の
法
科
大
学
院
に
特
別
選
抜
で
進
学
す
る
道
が
開
か

れ
、
大
学
入
学
か
ら
最
短
５
年
で
司
法
試
験
を
受
験
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
16
名
の
学

生
が
法
曹
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
て
い
ま
す
が
、
一
人

で
も
多
く
の
学
生
が
法
曹
に
な
る
と
い
う
目
標
を
実
現

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
、「
入
口
」
と
「
出
口
」
と
い
う
観
点
か

ら
法
学
部
の
現
状
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て

き
ま
し
た
が
、
私
た
ち
と
し
ま
し
て
は
、
法
学
・
政
治

学
の
素
養
を
備
え
た
専
門
職
業
人
と
し
て
、
ま
た
、
民

主
主
義
を
支
え
る
公
共
的
市
民
と
し
て
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
材
を
育
成
す
べ
く
、
法
学
・
政
治
学
教
育
に
全

力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
学
生
た
ち
が
卒
業
後
、
自

分
の
能
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、

又
信
会
の
先
輩
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
、
ご
支
援
賜
り
ま

す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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【
特
集
】

経
済
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

連
合
協
議
会
の
ご
紹
介

委
員
長
　
東
　
山
　
ま
ど
か

　

日
頃
よ
り
本
協
議
会
の
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

香
川
大
学
経
済
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
合
協
議
会
、
通

称
経
済
ゼ
ミ
連
は
、
学
生
が
運
営
す
る
経
済
学
部
の
自

治
的
組
織
で
す
。
現
在
は
、
４
年
生
５
名
、
３
年
生
19

名
、
２
年
生
10
名
、
１
年
生
13
名
の
計
47
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
幹
部
メ
ン
バ
ー
と
し
て
委
員
長
、
副
委
員

長
、
４
名
の
部
署
長
で
構
成
し
、
各
部
員
は
、
渉
内
部
、

渉
外
部
、
広
報
部
、
会
計
部
の
４
つ
の
部
署
に
所
属
し

て
い
ま
す
。
大
学
職
員
の
方
々
や
企
業
の
人
事
担
当
者

様
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
主
に
本
学
経
済
学
部
生
向

け
の
就
職
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
運
営
や
学
内
企
業
説
明
会
に
も
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
で
す
。
５
月
に
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
作
成
講
座
、
７
月
に
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
対
策
講
座
を
３
年
生
向
け
に
実
施
し
、
多
く
の
学

生
の
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
講
座
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
て
参
加
し
て
み
た
い
講
座
な
ど
を
募

り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
、
後
期
に
は
月

に
１
度
の
ペ
ー
ス
で

就
職
活
動
を
支
援
す

る
講
座
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
８
・
９

月
に
は
２
月
に
開
催

さ
れ
る
学
内
合
同
企

業
説
明
会
に
向
け
て
、

部
員
一
人
一
人
が
担

当
企
業
を
持
ち
、
人

事
担
当
者
様
と
の
連

絡
を
と
り
ま
す
。
学

内
企
業
説
明
会
で
は
、
約
10
の
企
業
様
が
ブ
ー
ス
を
設

け
て
説
明
を
行
う
「
合
同
企
業
説
明
会
」
と
、
各
企
業

様
が
講
義
形
式
で
説
明
を
行
う
「
個
別
企
業
説
明
会
」

の
２
種
類
が
あ
り
、
毎
年
約
40
社
の
企
業
様
に
ご
参
加

頂
い
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
対
面
形
式
で
行
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
近
年
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
企
業
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
今
年
度
は
昨
年
度
以
上
に
多
く
の
活
動
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
様
々
な
制
限
が
緩
和
さ
れ

始
め
た
こ
と
で
、
多
く
の
企
業
様
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
開
催

や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
ご
案
内
を
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
度
は
新
た
に
、
就
活
用
の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
や
26
年
卒
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

就
職
活
動
の
早
期
化
に
合
わ
せ
て
、
本
学
学
生
の
ニ
ー

ズ
に
適
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
セ
ミ
ナ
ー
の
機
会
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
開
催

に
あ
た
り
、
予
約
フ
ォ
ー
ム
の
作
成
や
広
報
な
ど
の
多

く
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
が
、
幹
部
メ
ン
バ
ー
か
ら
各
部

員
へ
と
仕
事
を
割
り
振
る
形
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
１
年
生
か
ら
企
業
様
と
関
わ
る
機
会
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
大
学
生
活
の
早
い
段
階
で
責
任
感
を
持

つ
こ
と
や
役
割
を
果
た
す
こ
と
の
重
要
さ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
私
の
実
体
験
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

経
験
は
自
分
自
身
の
言
動
の
自
信
に
繋
が
り
ま
す
。
恐

れ
ず
に
言
動
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
は
、
本

協
議
会
で
の
活
動
が
あ
る
か
ら
で
す
。
先
日
、
こ
の
よ

う
に
活
発
に
活
動
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
功
を
成
し
、

代
表
と
し
て
Ｆ
Ｍ
香
川
へ
の
出
演
が
叶
い
ま
し
た
。
本

協
議
会
の
活
動
が
大
き
く
注
目
さ
れ
る
機
会
は
多
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会

を
い
た
だ
け
た
こ
と

で
、
学
外
の
方
へ
も

本
協
議
会
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
今
年
、

香
川
大
学
経
済
学
部

は
１
０
０
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
そ
れ
に

際
し
開
催
さ
れ
た
創

立
１
０
０
周
年
記
念

行
事
に
も
ご
協
力
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
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た
。
さ
ら
に
、
例
年
開
催
さ
れ
て
い
る
又
信
会
通
常
総

会
や
大
阪
支
部
総
会
、
東
京
支
部
総
会
へ
も
お
招
き
い

た
だ
き
、
本
協
議
会
や
経
済
学
部
に
関
す
る
ご
講
演
の

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
協
議
会
に
所
属
し
て
い

る
こ
と
で
、
企
業
様
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
様
と
直
接
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
あ
り
が
た
い
お

話
を
い
た
だ
く
度
に
身
も
心
も
引
き
締
ま
る
思
い
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
へ
お
声
が
け
い
た
だ

け
る
こ
と
は
、
本
協
議
会
で
意
欲
的
に
活
動
を
し
て
き

た
先
輩
方
の
お
か
げ
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

本
協
議
会
の
歴
史
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
責
任
感
を
持
っ

て
活
動
し
、
後
輩
に
良
い
手
本
と
し
て
の
背
中
を
見
せ
、

今
後
も
長
く
活
動
で
き
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

改
め
ま
し
て
、
経
済
ゼ
ミ
連
で
は
経
済
学
部
生
の
就

職
支
援
に
つ
い
て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
企

業
の
方
々
と
間
接
的
で
あ
り
な
が
ら
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
や
、
各
部
員
が
役
割
を
果
た
す
こ

と
で
得
る
達
成
感
は
、
経
済
ゼ
ミ
連
な
ら
で
は
の
経
験

で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
経
験
が
多
く
の
場
面
で
役
立

っ
て
い
ま
す
。
就
職
支
援
活
動
以
外
に
も
多
く
の
場
で

活
動
が
で
き
ま
す
の
は
、
学
内
・
学
外
を
問
わ
ず
支
え

て
く
だ
さ
る
方
が
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自

主
的
に
本
協
議
会
に
加
入
し
、
見
返
り
を
求
め
ず
尽
力

し
て
く
れ
て
い
る
部
員
の
お
か
げ
で
す
。
委
員
長
と
し

て
至
ら
な
い
点
も
多
い
で
す
が
、
や
さ
し
く
見
守
っ
て

く
だ
さ
る
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
引
き
続
き
、
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て

い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

法
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

連
合
協
議
会
の
ご
紹
介

執
行
部
　
山
　
端
　
勇
　
輝

　

私
た
ち
香
川
大
学
法
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
合
協
議
会

（
略
称
：
法
ゼ
ミ
連
）
は
、「
法
学
部
生
に
よ
る
自
治

組
織
」
と
し
て
、
現
在
で
は
三
年
生
五
名
、
二
年
生
七

名
、
一
年
生
一
三
名
の
計
二
五
名
で
又
信
会
・
教
職
員

の
方
々
の
厚
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
受
け
な
が
ら
日
々

活
動
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
の
一
年
生
は
一
三
名
が

新
し
く
加
入
し
、
こ
こ
数
年
で
は
最
大
規
模
の
人
員
と

な
り
、
例
年
以
上
に
活
気
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

法
ゼ
ミ
連
は
、
三
年
生
が
主
と
し
て
所
属
す
る
中
央

部
と
一
・
二
年
生
が
主
と
し
て
所
属
す
る
執
行
部
と
に

分
か
れ
、
中
央
部
で
は
公
務
員
・
民
間
志
望
者
に
向
け

た
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
の
運
営
を
中
心
に
、
ま
た
執
行
部
で

は
履
修
登
録
相
談
会
や
新
入
生
交
流
会
と
い
っ
た
学
内

イ
ベ
ン
ト
等
の
運
営
を
中
心
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
は
、
又
信
会
の
会
報
誌
に
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
大
変
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
今
年
度
に

行
わ
れ
た
も
の
を
中
心
に
活
動
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
法
ゼ
ミ
連
の
活
動
に
関
し
ま
し
て
、
よ
り
多
く

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

ま
ず
、
今
年
度
初
め
に
行
わ
れ
た
も
の
と
し
て
履
修

登
録
相
談
会
と
小
豆
島
新
入
生
交
流
会
を
ご
紹
介
さ
せ
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て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

履
修
登
録
相
談
会

と
は
、
法
ゼ
ミ
連
が

毎
年
主
催
し
て
い
る

新
入
生
向
け
に
行
っ

て
い
る
企
画
の
ひ
と

つ
で
す
。
入
学
式
を

終
え
た
ば
か
り
の
新

入
生
に
と
っ
て
最
も

悩
ま
し
く
思
う
も
の

と
言
え
ば
、
履
修
登

録
が
ま
ず
初
め
に
挙

げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
稿
を
執
筆
し

な
が
ら
で
す
が
、「
履
修
登
録
」
と
い
う
単
語
を
聞
く

と
、
現
在
二
回
生
の
私
に
も
新
入
生
の
こ
ろ
の
苦
労
し

た
記
憶
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
大
学
で
は
多
種
多
様
な

講
義
を
自
由
に
選
択
で
き
る
反
面
、
多
す
ぎ
る
選
択
肢

に
戸
惑
っ
て
し
ま
う
事
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
も
事
実

で
す
。
そ
の
よ
う
な
新
入
生
の
不
安
を
少
し
で
も
解
消

し
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
企
画
さ
れ
た
の
が
履
修
登
録
相

談
会
で
す
。
新
入
生
も
履
修
登
録
の
相
談
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
大
学
生
活
か
ら
一
人
暮
ら
し
の
不
安
ま
で
幅

広
く
法
学
部
の
上
回
生
と
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
毎
年
大
変
好
評
の
企
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

続
い
て
小
豆
島
新
入
生
交
流
会
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
小
豆
島
新
入
生
交
流
会
は
か
つ

て
小
豆
島
で
の
新
入
生
歓
迎
合
宿
と
し
て
実
施
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受

け
、
昨
年
度
ま
で
は
休
止
と
い
う
形
を
取
ら
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
度
で
は
、
法
ゼ
ミ
連
は
こ
の
新

入
生
歓
迎
合
宿
を
小
豆
島
新
入
生
交
流
会
と
い
う
日
帰

り
の
形
と
し
て
新
し
く
復
活
さ
せ
よ
う
と
試
み
ま
し
た
。

数
年
ぶ
り
の
実
施
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
不
安
に
思
う

側
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
総
勢
百
名
以
上
の
新
入
生
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
新
入
生
に
と
っ
て
は
大
変
良
い
交

流
会
に
な
っ
た
の
で
は
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
当
日
は

雨
風
で
天
候
こ
そ
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
室
内
で

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
新
入
生
同
士
の
食
事
、
小
豆

島
オ
リ
ー
ブ
公
園
内
で
の
自
由
散
策
を
通
し
て
新
入
生

間
の
距
離
も
交
流
会
前
と
比
べ
て
大
き
く
縮
ま
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
法
ゼ
ミ
連
の
四
月
は
、
こ
の
二
つ
の

大
き
な
企
画
を
機
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
直
近
の
八
月
に
香
川
大
学
法
学
部
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
先
ほ

ど
の
小
豆
島
で
の
新
入
生
歓
迎
合
宿
と
同
様
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、
昨
年
度
ま
で
は
休

止
と
ま
で
は
い
か
ず
と
も
、

開
催
形
式
を
大
き
く
制
限

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
す
が
、
今
年
度
は

例
年
通
り
の
形
式
で
実
施

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
当
日
は
酷
暑
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の

方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

普
段
は
静
穏
な
雰
囲
気
を

醸
し
出
し
て
い
る
法

学
部
棟
も
こ
の
日
は

大
き
な
盛
り
上
が
り

を
見
せ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
法
学
部

紹
介
を
は
じ
め
と
し

て
、
展
示
や
幸
町
キ

ャ
ン
パ
ス
内
を
巡
る

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

が
実
施
さ
れ
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
も
多
く

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
校
生
の
方
々

を
中
心
に
香
川
大
学
法
学
部
に
つ
い
て
よ
り
多
く
知
っ

て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
、
今
年
度
に
法
ゼ
ミ
連
が
実
施
し
た
活
動
に
つ

い
て
簡
単
な
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私

た
ち
香
川
大
学
法
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
合
協
議
会
が

日
々
充
実
し
た
活
動
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
香
川
大
学
の
教
職
員
の
方
々
の
、
そ
し
て
又

信
会
の
皆
様
の
厚
い
ご
支
援
・
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ

の
も
の
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
香
川
大
学
法
学
部

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
合
協
議
会
は
こ
れ
か
ら
も
「
法
学
部
生

に
よ
る
自
治
組
織
」
と
し
て
、
香
川
大
学
法
学
部
で
の

学
生
生
活
が
よ
り
良
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
活
動
さ
せ

て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。
ど
う
か
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も

香
川
大
学
法
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
合
協
議
会
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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